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（論文内容の要旨） 

１９世紀フランスレアリスムの旗手であるギュスターヴ・クールベ（１８１９年―

１８７７年）は、《オルナンの埋葬》（１８４９年－１８５０年、オルセー美術館）

のような革新的な風俗画や自然豊かな故郷のフランシュ＝コンテ地方を描いた風景画

で知られるが、近年ではその女性表象の多様さと複雑性も徐々に注目されている。太

りじしの裸婦を理想化することなく描いた《浴女たち》（１８５３年、ファーブル美

術館）や、直截的に娼婦を表象し一大スキャンダルを巻き起こした《セーヌ河畔のお

嬢さんたち（夏）》（１８５６年、プチ・パレ美術館）、そしてサロンにて「栄誉の

間」に展示された《女とオウム》（１８６６年、メトロポリタン美術館）まで、クー

ルベの画業を概観すれば、その岐路となる作品にはしばしば女性像が含まれ、彼の芸

術的企図における女性表象の重要性は明白である。また、ロベール・フェルニエによ

るカタログ・レゾネを基に彼の作品全体における女性表象の割合を調査すれば、その

数は風景画に次いで２番目の多さであり、積極的な研究の対象となって然るべき存在

感を示す。その一方で、クールベは人々を戸惑わせるようなエロティックな表象も残

している。例えば、陰部を露にした女性が鑑賞者と対峙する構図の《白い靴下の女》

（１８６４年、バーンズ・コレクション）や、女性器を詳細に写生した《世界の起

源》（１８６６年、オルセー美術館）のような個人顧客を対象として制作された、小

規模ではあるが非常に官能的な諸作品は、彼の女性表象に対する後世の評価やイメー

ジを大きく左右し、クールベの名は一部のエロティックな作品と共に広く知れ渡っ

た。 

美術史研究においても、彼の画業全体における女性表象の重要性と、女性を客体化

した一部の官能的な描写というアンビヴァレンスを扱いかねる傾向にあった。例え

ば、同時代人による逸話を拠り所として画家の私的な女性関係を想像し、精神分析的

な解釈を試みる研究例や、彼の女性表象を「画家の好色な意図」に結び付けて読解す

る論調が頻繁に見られた［ルービン２００７］。また、私生活における女性関係を重

視するあまりモデルや制作年代の同定を誤る例も散見された［Toussaint1977］。この

ような手法は画家像の確立において一定の功績を残したものの、仮定に基づく私的な

痕跡を根拠とした分析は、《浴女たち》のような一般的な美的基準や官能性という言

葉のみでは表現し得ない複雑な女性表象を語るにはやや不足がある。他方では、クー

ルベの女性表象はリンダ・ノックリンらによって早い段階からフェミニズム美術史の

分析対象となった［Nochlin1988］。最初期のフェミニズム美術批評家たちは、芸術作



 

 

品にみられる差別的な構造を指摘したが、女性蔑視のきらいがある哲学者のピエール

＝ジョセフ・プルードン（１８０９年―１８６５年）との交流が知られるクールベは

この「告発」の格好の対象となった。また、この種の初期研究では、１９７０年代に

おける女性解放運動の社会的な潮流も相まって、クールベが男性優位主義・家父長的

な視点を有するという前提のもとに語られ、彼の芸術的企図に関する実証的考察が十

分に展開されてこなかった。しかしながら、次第にフェミニズム美術批評が作品の制

作と受容に関する社会的構造の問題へと視点の転換を果たすと、サラ・フォーンスは

クールベの女性表象は女性蔑視の産物ではなく、画家がレアリスムへと踏み出す際の

必要不可欠な要素だったと再評価し［Faunce1997］、ペトラ・テンドシェイト=チュー

はその制作意図を経済的視点から分析を行うなど［ten-Doesschate Chu2007］、彼の

女性描写に対する多様なアプローチが生じ、その重要性が明らかにされた。また、こ

れまでクールベの盟友とされてきたプルードンとの企図の乖離を指摘する論考も重ね

られ［Crapo1991］、プルードンの言説をそのまま画家の制作意図とすることなく、ク

ールベ自身の芸術的企図並びに社会思想を勘案し、多角的視点から彼の女性表象を問

い直す必要性が示された。さらに、クールベ芸術において女性表象に特化した体系的

な研究が存在しないことを指摘したニコール・R・マイヤーは、２０１５年にその裸体

表象に限定してはじめて網羅的な分析を行った。クールベのヌードの様式変遷をたど

り、主に視覚的源泉の探求をとおしてレアリスム思想との関連性を検討した彼女の論

考は画期的であるが、研究対象は裸婦像にとどまっている［Myers2015］。 

このように、クールベの女性表象を再考する機運は確かに高まりつつある。ただ

し、先に挙げた先行研究も示すように、画業を通して重要な時期に常に女性表象を発

表しつづけたクールベの企図を、画家の嗜好や私的な恋愛感情という観点をもって安

直に理解することは困難である。この点を踏まえて筆者は、画家の個人史を単純に作

品解釈に当てはめる最初期の分析手法や、批判的なフェミニズム美術批評を乗り越え

た先行研究に倣い、その間隙を埋めるべく、クールベの女性表象を、彼の芸術的企図

と結び付けながら体系的かつ実証的に分析、解明する必要があると考えた。そこで本

稿では、クールベ芸術において重要な位置を占める女性表象の詳細な研究をとおして

画家の芸術的企図や政治的信条と女性表象の相関を詳らかにする。そして、彼の女性

像がその画業において担った役割を考察し、画業の変遷とともに彼の女性表象が如何

に発展を遂げたかを分析することを目的とする。なお、本稿はクールベの個人的な女

性観およびジェンダー観の解明を目指すものではなく、その反対に、クールベのフェ

ミニスト的側面を指摘するものでもない。筆者の目的はあくまでもクールベの女性表

象の諸相を、実証的美術史の方法に則り、個人のジェンダー観に偏ることなく、客観

的かつ具体的に明らかにする点にある。 

とはいえ、本稿でクールベのすべての女性描写を詳細に論じることは量的に困難で

ある。そこで、彼のサロン出展作における女性表象の割合の高さを鑑み、本研究の遂



 

 

行にあたっては調査対象をサロンでの女性表象に絞った。なお、クールベがサロン用

の絵画と商品としての売り絵を明確に区別した事実は今日では広く認識され、彼の芸

術観や社会的メッセージを読み取る際にはサロン出展作の分析が不可欠であると先行

研究では指摘される。さらに、クールベの画業を三期（１８４０－１８５０年／１８

５０－１８６０年／１８６０－１８７０年）に分け、それぞれの時期に特徴的な女性

表象を選定した。各時期を代表するサロン提出作を詳細に検討することで、彼が芸術

の成熟度にあわせてその時々で女性表象の扱いを変化させた様を明らかにすることが

できるだろう。なお、パリ・コミューンの動乱後の1870年代に関しては、画家の関心

は風景画と静物画に移り、ほとんど女性表象が存在しないため、最終章（結論）に組

み込んだ。 

 第一章では、画業初期にあたる１８４０年代からの十年間を扱う。故郷オルナンか

らパリへ上ったばかりの画家は、同時代の芸術潮流に多分に影響を受けながら独自性

の確立に向けて奮闘していた。ここでは、ロマン派とアングル派の要素がふんだんに

取り入れられた《ハンモック（夢）》（１８４４年、オスカー・ラインハルト・コレ

クション）を考察対象とし、初期画業における女性表象に対する取り組みを詳らかに

する。《ハンモック（夢）》は、画家自身の言説からロマン派の巨匠ヴィクトル・ユ

ゴーによる東方趣味の流行詩「水浴びするサラ」に取材したことが分かっている。そ

こでまず、絵画作品の描写内容を精査し、それらを当時の風俗やユゴー作品と照合す

ることで、初期作品に早くも見ることのできるレアリスム的兆候を指摘した。画家は

ユゴーの東方趣味の流行詩に端を発しながらも、その単純な絵画化にとどまらず、同

時代女性の描出を志し、ハンモックを用いたダイナミックな造形操作を行っており、

我々が後に知ることになるレアリスムの片鱗をすでに観察することができるのだ。続

いて、視覚的源泉の考察から、作風形成期の画家が多様な同時代芸術家および批評家

に目を配り、苦心しながらも自身の独創性を培った様子を明らかにする。本作の造形

に関しては、ハンモックに横たわる女性という新奇な図像を選択し、これにロココ美

術や新古典主義、そして同時代のテオドール・シャセリオーといった多様な先行作例

を柔軟に取り込んだ。これに加えて、クールベが強く惹かれたと後に公言するフーリ

エ主義との関係も検討し、１８４０年代のフーリエ主義美術批評とクールベ作品の相

関性を指摘した。彼の芸術に対する眼差しや独自性に対する強い意欲が明らかとな

り、同時代の芸術潮流のアマルガムともいえる本作の側面を新たに照射することがで

きた。これらの分析を通して、本章では、ロマン主義世界で生まれたクールベ芸術が

レアリスムを形成する最初期の様相を提示し、画家が独自の芸術理念確立の過渡期に

おいて女性表象を用いた点に焦点を当てるとともに、彼の初期女性像をクールベ芸術

が豊かに花開く土台、あるいはそのための探究の場として再評価した。 

 第二章で扱う1８５０年代は、画家がスキャンダラスな作品を立て続けにサロンに出

展し、万国博覧会と並行して開催した個展にて「レアリスム宣言」（１８５５年）を



 

 

表明することで彼独自の芸術を確立した時期である。ここでは、女性表象を用いて社

会の姿を克明に描写したクールベの手法を、転換期となる１８５５年の直前と直後の

サロン出展作から読み解き、その芸術的企図の一端に迫った。「レアリスム宣言」の

直前にあたる１８５３年のサロンでは、《浴女たち》が強い批判と脚光を浴びた。本

章の前半ではまず、この印象的な作品の影に隠れてあまり顧みられることのなかった

《眠る糸紡ぎ女》（１８５３年、ファーブル美術館）に注目し、この一見すると穏や

かな作品から、当該時期のフランスで社会問題となりつつあった流動する階級制度を

示唆する諸要素を読み取った。この作品の分析を糸口として、画業の転換点ともいえ

るこの年の官展に出展された三枚の作品（《浴女たち》《眠る糸紡ぎ女》《レスラー

たち》）を総合して分析し、これらの三作を一体として第二帝政初期の社会階級を暗

示とした読解を行い、クールベがその鋭利な観察眼をもって同時代社会を描き出す様

を明らかにした。ここで見られた彼の芸術に対する取り組みは、「レアリスム宣言」

へとつながり、その直後のサロンに発表した《セーヌ河畔のお嬢さんたち（夏）》

（１８５６年、プチ・パレ美術館）にて画家はその芸術を確固たる流派へと昇華させ

た。本章の後半では、この本作の着想源と描かれた女性の同時代性に焦点を当てるこ

とで、この画期的な女性表象が生み出された過程を明らかにし、画家の芸術的企図を

考察した。視覚的源泉の問題に関しては、新たに17世紀フランドル派のジャック・ヨ

ルダーンス(１５９３年―１６７８年)を着想源として提示し、画家が表層的な形態の

援用にとどまらず、洗練された形で過去の巨匠の作品と同時代着想源を融合し、自身

の作品に反映した様を示した。次に、服装描写および同時代文学との比較から、描か

れた女性の社会階級を、細分化された娼婦の中でも「ロレット」と呼ばれる階級に位

置することを指摘した。以上の一連の分析から、クールベが女性表象を用いて同時代

社会の描出を試みた様を提示し、彼にとって女性表象はレアリスムを達成する重要な

手段であったことを明らかにした。  

そして第三章では、クールベの円熟期ともいえる１８６０年代を扱う。当該時期の

画家は、自身が確立したレアリスム芸術の政治的な作用についてより深く思索し、実

際に第二帝政の社会に対して芸術をもちいて積極的に働きかけようとした。畢竟、体

制芸術の根拠地であるサロンでの作品展示と作品を通しての信条表明は、ますます重

要性を増していた。そこで本章では、サロンから落選した《ウェヌスとプシュケ》

（消失）と対照的に好評を得た《女とオウム》（１８６６年、メトロポリタン美術

館）の二作の裸婦像に注目した。まず、当該時期の画家の書簡を再調査し、彼が第二

帝政における独裁的な政治とアカデミスムの両者を敵対視し、これらに対する自己の

信条を作品に仮託した点を確認した。これを基に両作品における類似点および相違点

を検討することで、自身の芸術をもって現行のアカデミー派を凌駕し、政治体制にま

で変革をもたらそうとした円熟期における彼の意欲的な企図を指摘する。具体的に

は、今日では失われた《ウェヌスとプシュケ》に関しては、画家自身の言説と実見し



 

 

た批評家による記録を精査し、彼が新たな試みとして敵対するアカデミックな技法に

あえて挑戦していたことを明らかにした。そして、これまでは画家が挑発的な意図の

もと制作した不道徳な作品とみなされた本作の企図を再考し、クールベのアカデミス

ムに対する葛藤を詳らかにした。続く《女とオウム》の分析では、アカデミスム絵画

の手法とレアリスムの融合を指摘し、前作との比較からこの作品が成功を収めた理由

を分析するとともに、フランス芸術界を代表する巨匠としての画家の自負を提示す

る。本章では、クールベが芸術的思索をいっそう深め、学識ある画家として実力を披

露し、新たな芸術的挑戦に向かう様を明らかにし、そのような実践において裸婦像が

重要な役割を果たしたことを指摘した。 

このような三期に分類した時系列順の考察によって、画業全体における画家の芸術

的企図を俯瞰的に観察し、さらに各時期の芸術の遂行において女性表象が担った役割

の変化を見ることが可能である。同時代性をして人間の普遍性を語るクールベ芸術の

神髄ともいえる手法が、特に有効に作用した対象が女性表象であり、また彼自身もこ

れを得意としたことを本稿では提示した。クールベの女性表象は、若き画家が創造力

を遺憾なく発揮させる場から、独自の芸術理論を表現するための格好の描写対象へと

変化し、そして芸術をもって社会を変えようと試みた画家の目的を実行するための手

段となったのであり、彼の画業の発展には欠かせない要素であった。彼が経験した紆

余曲折の芸術的試みにおいて、女性という普遍的な存在を表象することは、彼の芸術

の主軸である現代性を担う要であり、彼の進歩的な感性をもっとも明確に反映する重

要なモチーフであったのだ。以上、本稿では女性という描写対象をクールベがその芸

術において如何に扱ったか、という点を時系列に沿った個別の作品研究により詳らか

にした。画家が女性表象を生み出す過程を明らかにし、彼の芸術におけるその役割や

意義を分析することで、クールベ芸術全体に対する新たな視座を提供できただろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（論文審査の結果の要旨） 

本論文が考察するギュスターヴ・クールベ（１８１９年生まれ―１８７７年没）

は、１９世紀フランスのレアリスム絵画を代表する画家である。フランスの片田舎の

名もなき民の葬儀の様子を伝統的な歴史画の荘厳形式で描いた《オルナンの埋葬》

（１８５０年、オルセー美術館蔵）は、共和主義者でもあったクールベの社会改革へ

の意欲と芸術性が見事に融合した傑作である。一方、女性の生殖器をクローズ・アッ

プの構図で写実的に描いた《世界の起源》（１８６６年、オルセー美術館蔵）に代表

されるように、クールベの女性表象は、対象に肉薄した描写によって、伝統的な社会

的規範や道徳観、芸術観に疑問符を投げかける強烈な官能性や過激性で、知られる。

西洋美術史上、特異な位置を占めるクールベの女性表象をめぐっては、精神分析、画

家のジェンダー観、伝統的な裸婦表現との関連性などの観点から研究が行われてお

り、現在でもなお、多くの研究者の注目を集めている。 

本論文は、クールベの女性表象について、とりわけ、クールベが公に自身の芸術観

を表明する場として位置付けたサロン出品作を精査することで、その実態の解明に取

り組んだ。そして、一見したところ、同時代の女性の生活の様子を切り取ったかのよ

うにみえる「写実的な」クールベの女性表象においては、主題の選択、絵画構造や構

図から、服飾やその他のモチーフに至るまでが、絵画伝統、同時代の芸術動向や芸術

批評、社会的規範などを勘案した上で綿密に構想されており、クールベの芸術観と社

会改革の意欲が複雑に融合して提示されていることを、本論文は実証的かつ説得力を

もって明らかにしている。 

本論文の具体的な成果としては、主に次の二点が挙げられる。第一に、クールベが

作品を構想するに際して、過去の巨匠および同時代の画家たちの作品を詳細に研究し

ていたことを、具体的な視覚的源泉を突き止めることで、実証的に明らかにした点で

ある。「写実主義者」クールベの名に馴染んだ我々には意外だが、クールベはルネサ

ンスから当代に至るまでの西洋美術の巨匠たちの作品に習熟しており、とりわけ、１

７世紀フランドル絵画に関しては、その女性表現のもつ肉感性や卑俗性、欲望を喚起

する複雑な絵画構造などを熱心に研究していた。加えて、アプレイウスの『黄金の驢

馬』やその翻案作品、ユゴーの『東方詩集』などの古今の文学作品を熟読し、巧妙に

着想を練ることもしばしばであった。例えば、本論文は《ウェヌスとプシュケ》（１

８６４年、所在不明）について入念な研究を行い、本作品が、過去の巨匠たちによる

「アモールとプシュケ」の諸作品から構図や人物表現を借用しつつ、ラ・フォンテー

ヌ版『黄金の驢馬』にあるウェヌスがプシュケと和解してその元を訪れる場面をあえ

て描くことで、美の権威と芸術家の魂の和解を寓意している、との興味深い新説を提

示した。「レアリスムの旗手」クールベは、その実、伝統的な芸術観において、さら

にはそれを引き継いだ１９世紀のフランス・アカデミーにおいて重視されていた、優

れた画家であるための様々な教養を、本来的な意味合いで十全に有した「学識ある画

家」だったのである。 



 

 

 本論文の第二の成果は、クールベの女性表象における「レアリスム」の仕組みとそ

れが同時代人に与えた衝撃について、詳らかにした点である。その際に取られた手法

は、描かれた女性たちの服飾や髪型、小物、振る舞いについて、同時代の政治的論説

や小説、新聞、辞書、ファッション誌の挿絵などと丹念に照合することで、その同定

を行って社会的記号としての役割や意味合いを論証する、というものであった。例え

ば、《セーヌ河畔のお嬢さんたち（夏）》（１８５６年、プチ・パレ美術館蔵）につ

いて、描かれている女性たちが「ロレット」と呼ばれる新しいタイプの娼婦であるこ

とに加え、「ロレット」たちは、娼館に所属する従来型の娼婦などとは異なり、裕福

な生活を自立して営む新しい時代の女性として、家父長主義的な価値観を有するブル

ジョワ男性にとっては、性的欲望の対象であると同時に一種の恐怖感を引き起こす存

在でもあったことを突き止めた。 

「学識ある画家」にして社会の実態を鋭く見抜く「レアリスト」のクールベが、そ

の女性表象に織り込んだ仕掛けは実に巧妙である。これに対して、本論文は、様々な

資料を精査することで、同時代の眼と同時代の意識を共有し、そのからくりを見事に

解き明かしたのである。なお、本論文は視覚的源泉や典拠の確定、モチーフの解明と

同時代的な意味、構図や表現の工夫といった伝統的な美術史の手法を用いて、着実に

論を進めている。その一方で、難解なクールベの思考を解き明かすべく、一見したと

ころ関連性のない作品群を連作として分析するなど、大胆な研究手法を駆使している

点も評価される。 

 そもそも、西洋美術史において、女性表象とりわけ裸婦像は、伝統と革新、美意識

と肉欲、支配する者と支配される者、ジェンダーをめぐる社会的通念や道徳観といっ

た、人間社会の根幹をなす諸問題に直結する芸術領域である。クールベは人々の規範

意識が先鋭化し衝突する女性表象において、新しい時代の画家、新しい時代の絵画芸

術のあるべき姿を表明し続けたことを、本論文は浮き彫りにした。本論文の成果は、

クールベ芸術の理解を大いに促進するものであり、今後、様々な反響を引き起こすこ

とであろう。本論文の主眼が、クールベの女性表象についてサロン出品作に基づき検

証することにあったため、私的に描かれた女性像や、男性表象や風景画など他ジャン

ルとの比較に関しては、論が尽くされていない感もある。こうした点は、しかし、筆

者の今後の研究によって補われるだろうことであり、本論文の学的価値を損なうもの

ではない  

以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも

のと認められる。２０２３年１２月２６日、調査委員３名が論文内容とそれに関連し

た事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 

なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表

に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること

を認める。 

 


